
〈
研
究
ノ

i
ト〉

と

一、

は
じ
め
に

近
世
の
出
版
文
化
を
考
え
る
上
で
大
蔵
経
の
出
版
は
多
大
な
影
響
を
与

え
た
。
慶
長
勅
版
は
有
名
で
あ
る
が
、
古
活
字
出
版
の
集
大
成
は
天
海
版

と
い
わ
れ
る
大
蔵
経
で
あ
り
、
整
版
出
版
を
考
え
る
上
で
は
黄
柴
版
を
抜

き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
出
版
文
化
を
一
諮
る
上
で
質
的
に
も
量
的
に

も
こ
れ
程
膨
大
な
出
版
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
天
潟
版
は
一
蔵
を
印
制
す

る
の
に
十
二
万
枚
以
上
の
紙
を
必
要
と
し
、
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
二
十

蔵
は
印
刷
さ
れ
、
計
算
す
る
と
紙
だ
け
で
も
二
百
四
十
万
枚
以
上
の
均
一

の
上
質
紙

(
A
3
版
大
)
を
漉
く
必
要
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
天
海
版

は
寛
永
寺
に
現
存
し
て
い
る
物
だ
け
で
も
約
二
十
六

字
を
彫
り
だ
す
職
人
に
し
て
も
、
組
版
を
し
て
い
く

(1) 

万
個
あ
る
。

職
人
に
し
て
も
こ
れ
ほ
ど
組
織
的
大
規
模
な
印
刷
刷
物
は
他
に
な
い
。

版
に
至
っ
て
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
版
木
だ
け
で
も
四
万
八
千
一

百
七
十
五
枚
で
あ
り
、
実
際
に
は
そ
れ
以
上
の
整
版
が
黄
柴
山
宝
蔵
院
「

木
庫
に
一
昨
歳
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
こ
れ
も
当
時
の
出
版
界
の
中
で
は

い
。
そ
れ
も
鉄
眼
と
い
う

、
た
と
え
出
身
の
熊
本
綱
川
侯
の
援
助
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

成
さ
せ
た
こ
と
は
鉄
線
の
人
間
的
魅
力
だ
け
で
は
語
り
尽
く

せ
な
い
社
会
的
文
化
的
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
成
熟
し
て
は
じ
め
て
成
し
遂

げ
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
版
木
一
つ
を
と
っ
て
も
、
縦
二
一
一
×
横
八

O

側
、
厚
さ
了
八
j
ニ
仰
の
節
の
な
い
一
枚
板
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
2
)
 

調
査
に
よ
れ
ば
そ
の
接
材
の
版
木
は
約
六
万
枚
と
い
う
か
ら
、
一
本
の
桜

の
木
か
ら
何
枚
の
版
木
が
採
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
芯
の
所
は
使
え

な
い
の
で
、
本
の
較
の
木
か
ら 松

矢口

海

オ℃

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
っ

十
枚
の
版
木
が

と
し
て
も



併
殺
大
学
総
合
研
究
所
紀
型
別
問
ぺ
法
然
浄
上
殺
の
総
合
的
.
研
究
」

千
本
の
桜
の
木
を
切
り
出
し
た
こ
と
に
な
る
。

度
に
切
り
倒
し
た

こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ

い切っ

つ
の
出

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
そ

の
成
功
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
が
、
そ
の

と
い
わ
れ
る
中
国
か

中
心
と
い
う
か
、
求
心
力
の
つ
に

ら
き
た
新
し
い
刺
激
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
日
本
の
仏
教
界
に
お
い
て

は
有
り
え
な
い
朝
に
坐
禅
、
タ
に
念
仏
と
い
う
勤
行
を
黄
壌
で
は
つ
と
め

て
い
た
わ
け
で
、
既
成
の
宗
派
概
念
で
は
理
解
し
難
い

由
な
発
想
で
参
禅
し
帰
依
し
た
人
々

っ
て

い
た
と
忠
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
新
鮮
な
空
気
の
な
か
に

い
う
あ
ま
り
開
き
腕
れ
な
ミ

ーこ。
、S

U
M
-
i

吋，，

た
く
さ
ん
い
て
も
、

(4) 

れ
名
を
留
め
た
書
家
は
あ
ま
り
い
な
い
と
思
う
。
岡
村
あ
る
い

い
っ
て
も
よ
い
。

い
っ
て
も
よ
い
。
そ
の
彼
が

入、

に
か
か
わ
っ
て
い
る
。六

九
七
)
、
浄
土
宗
で
は
円
光
大
師
と
い
う
大
師
号
を
東

ら
法
然
上
人
に
は
じ
め
て
賜
わ
っ
た
。
法
然
上
人
が
師
と
仰
ぐ

良
仰
と
い
っ

出ー

し
て
出
版
し
て
い
る
。

と
い
う
形
式
で

た

問
問

ら

い
ち
い
ち
子
に
取
る
こ
と
な
く

で
対
照
さ
せ
て
理
解
を
深
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
大
変
便
利
な
本
で
あ
る
。

良
仰
は
元
禄
六
年
(
一
六
九
三
)
「
科
文
」
と
い

の
内
容
を
明
示
す
る
名
称
と
を

そ

そ

の
上
に
つ
け
、
理
解
を

せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

つ
け
て

ミケ.

m 
詳11

両
用

く

る
よ
う
に
出

版
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
出
版
は
ほ
と
ん
ど
同
時
に
行
わ
れ
、
そ
の

の

み
方
に
つ
い
て
も
一

と
い
う
性

格
で
は
な
く
個
々
の
学
僧
が
そ
れ
ぞ
れ

解
で
き
る
。

ら
出
版
し
た
も
の
と
理

な
ど
が
あ
り
、
そ

の
ほ
か
に

。〉

な
ど
の
著
作
も
あ
る
。

の
使
が
は
か
ら
れ
、
そ
の

き
る
よ
う
に

さ
れ
て



て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

事
の
よ
う
で
あ
る
。

し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
隠
元
、
禅
師
と
と
も
に

区
本
に
や
っ
て
き
た
中
国
人
の
高
憎
た
ち
か

ら
れ
て
い

る
人
で
あ
る
。
本
稿
で

し

ら
元
禄
期
に
活
躍
し

の
浄
土
宗
典
籍
校
訂
出

し
て
さ
さ
え
た

面
を
明

ら
か
に
し
た
い
。

一
一、

の
明
朝
体

し
て
ひ
ろ
く
紹
分
し
た
の

叫
ゅ
ん
』
で
、
つ
、
ぎ
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

し
、
京
都
洛
北
に
住
み
延
宝
年
間
の
初
め
か

つ
て
、
し
て
黄
柴
関
係
の
版
本
に
お
け

氏
で
あ

る
。
そら

約
一

る
、
版
下
用
と
し
て
の

時
の
開
版
に
お
け
る
陰
の
カ
と
し

の
代
表
的
な
作
品
と
も
い
、

人
で
あ
る
。
当

べ
き
人
で
あ
ろ
う
。
そ

の
を
年
代
順
に
挙
げ
る
と

6
表
の
よ
う
に
な
る
。

下
の
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
兆
掠
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
、
よ
く
揃
っ
た

天
和

か
っ

市
川
蝉
山
内
村
一
兆
脊
と
議
山
版

仕

画
が
右
あ
が
り
の
文
字
で
あ
る
。
(
以
下
略
)

と
い
い

て
い
る
。

戸七

点

そ
の
は
じ
め
は
、

に
刊
行
の

六
七
六
)

四
巻
で
嗣
法
門
人
道
滋
の

〈
図
版
l
〉
で
あ
り
、
奥
付
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

な
る
も
の
で
あ
る
。
そ

直
指
和
尚
語
録
四
巻
流
行
伏
願

そ
の

代

賜
紫
本

〈庵
関和
}坂尚

そ

2
〉
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
奥
付
に
は

ら

洛
i場

〉
〕
↓
め
ず
ハ
ω

。



く臨版1>

〈図版2>

例
教
大
学
総
A
A
H

賊
究
所
紀
州
次
期
間
「
法
然
浄
土
教
の
総
合
的
研
究
」



ま
た
竹
村
氏
は
彼
の
代
表
的
市
母
体
例
と
し
て

で
紹
介
し
て
い
る
。

い
ま
そ
の

と
し
て
用
い
ら
れ
た
鉄
販
の
序
文
の
字
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

〈
図
版
3
〉
(
昭
和
田
五
年
三
月
、
其
中
堂
)
〈
図
版
4
〉

い
ず
れ
も
明
粉
体
の
字
で
あ
る
。
鉄
眼
の
序
文
は

の
は
じ
め
に
の
せ
る
も
の
で
、

た
時
の
も
の

で
あ
る
。

い
て
い
な
い
が
、
比
較
し
て
み

は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み

な
か
明
朝
体

し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
し
て
の
仕
事
を
路
元
禅
師
を
は
じ
め
と
す
る
黄
擦
の

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
、
大
槻
幹
郎
他
編

で
あ
り
、
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

(
お
か
げ
ん
し
ゅ
ん

?
i

六
九
五
|
?

都
の
入
。

〉
〕
中
の
す
Q
。

(
中
略
)

n寺

ぴ〕

と
中
の
打
ノ
、

設
削
附
川
村
元
春
と
投
出
版

の

〉
〕
ふ
の
サ
令
。

lま

こ
と
と
思

こ
の

わ
れ

い
わ
ゆ
る
明
朝
体
を
指
し
て
い
る
よ
う

見
し
て
そ
れ
と
わ
か

み

ら
れ
、
奥
付
に

る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

作
物
の
明
朝
体
に
よ
る
上
版
に
当
っ
て

し
て

(7) 

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
記
し
て
い
る
。

そ

の
交
流
の

端
を
み
て
み
よ
う
。

〉
}
中
の
ず
h
v
o

あ
っ
てて

い
る
。

人
と
し

で
い
る
。



〈酪版3>

〈留版4>

的
救
大
学
総
合
研
究
所
利
投
別
冊
「
法
然
浄
土
教
の
総
合
的
研
究
」

什
同
J1

…
 



一-，

点
嗣

い
」
と
は
、
明
朝
体
の
な

か
で
も
は
っ
き
り
と
そ
の
特
徴
を
い
、

て
い
る
。

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

た

っ
て
い
る
。

洛
陽
有
酒
他

目
に
う
つ
っ
た
彼
の
ひ
と
と
な
り
の
超
逸
ぷ
り
と
は
ど

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

て
い
た
と
い
う
。

く
符
合
す
る
と
い
う
。
そ

い
う
よ
う
に

〉
)
こ
ず
っ

la--ふオ
truedFe
ご
rp山町

g
f
f

ド
向
仰
い
本
，
一

7
2と
ず
け
苅

の
よ
う
な
も
の
か
わ
か
ら
な
い
が

の
人
で

っ
た
か
ら
、
眉
山

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上

つ

ら

つ

て
き
た
。
溺
他
で
あ
り
超
逸
し
た
ひ

と
と
な
り
、
さ
ら
に
は
明

し

い
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

の

の

阿
円
観
で
あ
り

七
四

ミ

弘

」

、
，
し
可
明

J''

い
。
彼
は
正
し
い

ご
。
珂

4

払
へ
山

手
/

γ

土
る
ノ
ハ

よ
れ
ば

つ
、
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。



怖
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
法
然
浄
土
教
の
総
合
的
研
究
」

い
ま
出
版
年
代
願
に
そ
れ
ら
の
本
の
奥
付
の
概
要
を
み
て
み
よ
う
。

(

l

)

(

六
九

〈
図
版
5
〉

送
り
仮
名
、
返
り
点
。

成
経
謹
刊

(2) 
〈
図
版
6

〉

六
九
四
)

四
巻
(
四
帖
硫
)

送
り
仮
名
、
返
り
点
。

元
禄
甲
戊
蝋
月
知
来
成
道
日

(
字
体
は
同
じ
、

(3) 

て
い
な
い
。
)

六
九
四
)吋

観
念
阿
粥
陀
悌
杷
海
一
一
一
昧
功
徳
法
門
』

送
り
仮
名
、
返
り
点
。

〈
図
版
7
〉

関 元
禄
甲
戊
麟
月
如
来
成
道
自

享
保
廿
乙
卯
(

今
井
七
部
兵
籍

(4) 
〈
国
版
8

〉

六
九
六
)

中
春

合求
刻版

送
り
仮
名
、
返
り
点
。

(5) 
〈
図
版
9

〉

四
声
清
濁
点
、

六
九
六
)

送
り
仮
名
、
返
り
点

(6) 

六
九
七
)

今
井
七
郎
兵
衛

井
上
忠
兵
衛

い

ノ、

メ弘、
仁こ1

刻



書
財
閥
村
元
者
と
義
山
版

〈図版6> 〈詔版5>

七

〈図版7>



例
救
大
学
総
合
婿
究
所
紀
要
別
開
「
法
然
浄
土
救
の
総
合
的
研
究
」

送
り
仮
名
、
返
り
点
。井

上
忠
兵
衛

享
保
廿
乙
卯
中
春
求
版

(7) 

今三

今
井
七
郎
共
衛

六
九
八
)送

り
仮
名
、
返
り
点井

上
忠
兵
衛

享
保
廿
乙
卯
中
春
求
版

(
8〉

送
り
仮
名
、
返
り
点

(9) 

今
井
七
郎
兵
衛

京
間
線
通
堀
川
角
松
葉
軒

羽
倉
大
分
勝
正
梓
行

い
。
)

こ
に

送
り
仮
名
、
返
り
点

合
刻

合
刻

八

(
仙
川
)

日七

以
上

の
出
版
に
か
か
る
典
籍
を
紹
介
し
た
。

(1)

(3) 
4 

の

(2) 

ま
た

な
い
も
の
の

呉
の
出
版
で
あ
る
こ
と
明
ら
か

も
同

で
あ
り
、
こ

lま

(5) 
(6) 
(7) 

中のサ
h
v
o

こ
れ
ら
は

(3)
と
同
じ
、

で
今
井
七

で
初

み
な

郎
兵
衛
と
井
上
忠
兵
衛
と
が
合
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

版
の
輿
付
に
は
「
間

ら
れ
る
。

(8)

と
あ
っ
た

(9) 
(
日
〉
と
も
に

(7)
ま
で

で
は
な
い
が

ほ
か
に
借
月
と
い

あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。



h
H
H

僻
州
川
村
元
容
と
投
山
版

<図版10>

<臨版8>

<図瓶9>



帥
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
嬰
別
補
「
法
然
浄
土
教
の
総
合
的
研
究
」

回、

の
出
版

の

近
世
の
刊
本
を
み
て
い
る
と
、
明
朝
体
以
外
に
も
彼
の
仕
事
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
明
朝
体
を
基
本
に
し
な
が

い
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ら
を
刊
行
年
代
願
に
み
て
い
こ
う
。

(1) 

半
紙
七
行

八
字
返
り
点
送
仮
名
。

六
八
九
)
〈
国
版
印
〉

雑
J成

i潟

(2) 
台
大
師

の
自
序
が
あ
る
。

シ)ゐのザ〈
w
o

れ
て
い
る
。

(
続
浄
七
所
収
)不

必
、
述

六
九
O
)

〈
図
版
日
〉

lま

(3) 
〈
国
版
臼
〉

折
本

抗-

洛
陽
書
林
伊
藤
次
郎
兵
衛
刊
行

(4) 

行

ザじ

折
。
前
の
本
と
本
分
閉
じ
。

(
矢
野
俊
行
氏
蔵
)

折
本

折
四
行



者
側
岡
村
死
春
と
諮
山
版

<回目度11> 

<臨版12>

見

月

l-1 

開ゴtみ

樹

九

時



備
教
大
学
総
合
研
究
所
粍
嬰
別
問
「
法
然
浄
土
教
の
総
合
的
研
究
」

の
版
下
事
例
を
七
点
み
て
き
た
。

は
間
よ
り
も
岡
村
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
浴
東
に
住

い
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

(
返
点
送
依
名
な
し
て

六
九
七
)

伊
藤
次
郎
兵
衛
刊
行

6 
A

下
3
4
入

仰
が
E
1
A
1

伊
藤
次
郎
兵
衛
刊
行

(7) 
折

本

折

一

「
大
悲
昭
湖
無
擬
神
呪
」

ル
ゼ
。

悶

DJ、
上

議
海
宋
顕
校
正

(
矢
野
俊
行
氏
蔵
)

あ
り
。

(
矢
野
俊
行
氏
蔵
)

な
い
が

の

に
な
る
と
推
定
さ
れ
る
出
版
と
し
て
次

し
て

の
名
は で

の
も
の
が
あ
る
。

(l) 

者
本

折
四
行

(2) 

十
六
神
王
呪
が
経
前
に
あ
り
。

折
本

洛
陽
書
林
伊
藤
次
郎
兵
荷
刊
行

(3) 

折
本

の
名
及
び
偶
あ
り
。

(
矢
野
後
行
氏
蔵
)

い
ず
れ
も
伊
藤
次
郎
兵
衛
の
刊
行
で
、

こ
の
ほ
か

り
本
で
あ
る
。

の
と
お
も
わ
れ
る
書
体
が
あ
る
が
、
今
後
の



し
た
い
。お

わ
り
に

し
て
の
仕
事
を
中
心
に
み
て
き
た
。

明
朝
体
を
中
心
と
し

は
明
朝
体
か
ら
離
れ

、
奇
訓
読
両
用
に
使
用

な
境
地
を
拓
い
た
。
そ

さ
れ
た
出
版
例
、
が
少
な
く
な
い
。
こ

も
よ
い
。

い
っ
て

出
版
し
て
い
る
が
、
先
に
、
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
は
音
訓
読
両
用
に
で
き
る

よ
う
に
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
四
声
清
濁
点
を
付
し
、
か
つ
返
り

点
送
仮
名
も
つ
け
、
さ
ら
に
京
典
と
し
て
の
格
調
を
保
ち
う
る
よ
う
な
書
体

を
拓
い
た
、
こ
れ
こ
そ
が
元
春
の
仕
事
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
天
ム
口
市
川

で
は
慈
海
宋
頗
の
出
版
に
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
元
春
の
書
体
の
源
泉
は

た
明
朝
体
に
あ
り
、
発
展
し
て
浄
土
宗
を
は
じ
め
と
す
る
岡
村

し
て

た
と
い
え
よ
う
。

〔註〕
(1)

水
上
文
義
「
天
海
版
一
切
経
」
(
吋
寛
、
氷
寺
及
び
子
院
所
蔵
文
化
財
総
合
調
蕊
報

治
上
石
造
遺
物
・
型
教
典
籍
編
」
九
九
頁
。
東
京
都
教
育
委
員
会
、
一
九
九
九

年
三
月
)

(2)

熊
本
県
教
育
会
編
吋
回
定
教
科
書
に
現
は
れ
た
る
名
僧
鉄
眠
い
八
九
i
九
O

書
師
附
村
元
春
と
義
山
版

lま

民
生
ハ
万
枚
と
仮
に
私
し
て
い
る
が
、
明
治
五
年
の
調
資
で
は
四
五
二
八
三
枚
、

大
正
九
年
の
調
査
で
は
五
六
一
一
二
九
枚
と
す
る
。
)
品
九
二
八
年
七
月
。

(3)

辻
務
之
助
「
日
本
仏
教
史
い
第
九
巻
近
世
編
之
三
、
一
一
一
二
五
頁
、
一
九
七

。
年
七
月
。

(

A

A

)

吋
日
本
書
誌
学
大
辞
典
い
関
八

O
頁
中
(
岩
波
書
街
、
二

0
0
0
年
三
月
)

「
築
工
」
の
項
に
は
「
版
下
の
筆
者
(
筆
工
)
の
名
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
版

本
も
少
な
く
な
い
」
と
い
う
。
同
辞
典
に
は
「
版
下
書
き
の
名
手
と
し
て
は
丹

波
障
理
兵
衛
」
の
名
を
挙
げ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
一
一
一
八
開
頁
上
。

(5)

吋
浄
土
宗
金
者
い
第
一
八
春
、
九
O
頁
下
。

(6)

一
二
一
…
員
、
忠
文
間
出
版
、
一
九
八
六
年

(7)

四
九
頁
、
思
文
関
出
版
、
一
九
八
八
年
。

(8)

五
ず
ウ
。

(9)

一I
ゥ。

(
叩
)
吋
木
崎
東
来
一
語
録
同
巻
第
関
、
十
七

γ
ウ
j
十
八
丁
オ
。

(
日
)
担
問
問
泉
洗
雲
集
」
間
券
八
丁
オ
。

(
ロ
)
刊
一
品
泉
洗
一
密
集
」
九
巻
九
丁
ウ
。

(
日
)
追
い
倒
集
い
三
巻
二
十
四

γ
オ
j
ウ。

(
弘
)
上
巻
七
九
関
良
上
。

(
日
)
註

(5)
に
同
じ
。

追
記

脱
棋
後
、
一
苅
禄
一
一
一
年
時
一
教
略
強
い
締
教
大
学
問
書
館
蔵

限
)
も
関
村
元
春
が
版
下
を
書
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
論
文
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
北
川
(
仰
木
文
化
研
究
所
研
究
員
大
槻
幹
郎
先
生
に
は

黄
喋
語
鈴
に
つ
い
て
の
御
教
示
を
得
ま
し
た
。
ま
た
蔽
(
，
mA文
筆
殿
主
幹
問
中
智
誠
師
に

は
資
料
開
覧
の
便
を
計
っ
て
裁
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
良
誕
堂
矢
野
佼
行
氏
に
は
蔵
書
経

典
を
呈
示
し
て
裁
き
ま
し
た
。
諸
氏
に
詩
深
の
謝
窓
を
表
し
ま
す
。

九




